
原
子
力
規
制
委
員
会
は

一
〇

月
二
四
日
、
全
国
に
あ
る
原
子

力
発
電
所
が
事
故
を
起
こ
し
た

場
合
の
放
射
性
物
質
拡
散
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
を
公
表
し

た
。
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
の
マ
ス

コ
ミ
各
社
は

一
面
ト
ッ
プ
ニ
ュ

ー
ス
、
社
会
面
な
ど
で
大
々
的

に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
図
を
掲

載
し
た
が
、
皮
肉
に
も
そ
の
数

日
後
に
は
、
六
カ
所
の
原
発
に

つ
い
て
風
向
別
フ
ァ
イ
ル
の
お

粗
末
な
入
れ
間
違
い
が
発
覚
し

た
。
ま
た
今
月
六
日
に
は
、
玄

海
、
川
内
の
ニ
カ
所
で
風
向
の

誤
り
が
判
明
。
気
象
デ
ー
タ
を

扱

っ
て
い
る
も
の
に
と

っ
て
み

れ
ば
、
初
歩
的
な
確
認
を
怠

っ

た
こ
と
に
よ
る
間
違
い
だ
。

規
制
委
に
よ
れ
ば
、
こ
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
は
、

原
発
か
ら
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

（ｋｍ
）
圏
内
に
位
置
す
る
自
治

体
が
今
後
、
原
子
力
防
災
計
画

を
策
定
す
る
際
、
住
民
の
避
難

指
針
作
成
の
参
考
資
料
と
す
べ

き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
よ

っ

て
原
発
事
故
時
に
周
辺
住
民
に

提
供
さ
れ
る
緊
急
時
迅
速
放
射

能
影
響
予
測
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム

（Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
）
の

シ
ミ
ユ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
別
だ

と
い
つヽ
。

さ
ら
に
規
制
委
か
ら
は
事
故

後
七
日
間
、
避
難
せ
ず
に
い
た

場
合
に
受
け
る
外
部
被
曝
と
内

部
被
曝
の
合
計
が

一
〇
〇
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト

（
ｍ
Ｓｖ
）
超
と
な

る
自
治
体
名
も
公
表
さ
れ
た
。

カ
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ

エ
ー
デ
ン
な
ど
諸
外
国
で
は
、

原
発
か
ら
五
～

一
〇
ｋｍ
圏
を
対

象
と
し
た
七
日
間
の
積
算
で
五

Ｏ

ｍ
Ｓｖ
の
線
量
を
受
け
る
場
合

を
避
難
基
準
と
し
て
い
る
が
、

規
制
委
は
対
象
範
囲
を
三
〇
血

圏
と
し
、
さ
ら
に
五
Ｏ

ｍ
Ｓｖ
で

は
な
く

一
〇
〇

ｍ
ＳＶ
と
、
三
倍

の
積
算
線
量
を
避
難
基
準
と
し

て
い
る
。

そ
の
な
か
で
も
四
つ
の
原
発

は
、
通
常
他
国
で
は
五
～

一
〇

ｈ
で

一
〇
〇

ｍ
ＳＶ
が
避
難
と
さ

れ
る
の
に
、
三
〇
血
圏
で

一
〇

〇

ｍ
Ｓｖ
超
え
と
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
真
偽
を
め
ぐ
り
議
論

を
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

地
形
を
考
慮
し
な
い

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

Ｉ
の
よ
う
に
山
や
谷
な
ど
の
地

形
を
考
慮
し
た
三
次
元
流
体
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
。

従
来
か
ら
専
門
家
の
間
で
厳
し

い
批
判
を
受
け
て
い
た
モ
デ
ル

（正
規
プ
ル
ー
ム
）
を
使

っ
て

お
り
、
北
海
道
の
泊
原
発
で
も

鹿
児
島
の
川
内
原
発
で
あ

っ
て

も
気
象
条
件
が
同
じ
な
ら
、
原

理
的
に
全
く
同
じ
結
果
と
な
る
。

福
島
第

一
原
発
事
故
に
お
い

て
、
飯
舘
村
か
ら
福
島
市
の
方

角
に
高
い
放
射
能
が
分
布
し
て

い
る
の
は
地
形
と
気
象
の
影
響

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
で
わ
か
る

よ
う
に
地
形
条
件
に
よ
っ
て
風

向
、
風
速
は
大
き
な
影
響
を
受

け
る
。
し
た
が
っ
て
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
で
は
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ

的
な
利
用
に
せ
よ
、
原
子
力
防

災
に
お
け
る
避
難
指
針
作
成
で

あ
れ
、
地
形
を
考
慮
し
な
け
れ

ば
ま

っ
た
く
異
な
る
結
果
と
な

る
た
め
、
計
算
結
果
の
図
を
示

す
意
味
は
な
い
。
田
中
俊

一
原

子
力
規
制
委
員
長
は
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
地
形
情
報
な
ど

原子力規制委員会が発表し

た、放射性物質拡散シミュレ
―ションには、深刻な問題が

ある。このシミュレーションを

元に、避難指針を作成貰 も

が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
か
ら

「そ
ん
な
に
役
立
つ
と

は
、
私
は
思

っ
て
い
な
い
」
と

さ
え
言
及
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
地
形
を
考
慮
し
た

場
合
、
計
算
時
間
は
数
千
倍
か

ら
数
万
倍
は
長
く
な
る
。
だ
か

ら
こ
そ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
研
究

開
発
で
は

一
二
〇
億
円
も
の
巨

額
を
投
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
れ
は
人
の
生
命
と
健

康
の
リ
ス
ク
に
関
わ
る
こ
と
な

の
だ
か
ら
、
か
り
に
膨
大
な
時

間
が
か
か

っ
た
と
し
て
も
地
形

を
考
慮
し
て
計
算
す
べ
き
だ
。

次
ペ
ー
ジ
の
図
は
、
関
西
電

力
大
飯
原
発
事
故
時
、
北
北
東

の
風
向
、
二

ｍ
／

ｓ
の
場
合
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
環
境
総
合
研
究

所

（東
京
都
品
川
区
）
が
開
発

し
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
数
値
計

算
し
た
。
原
発
事
故
に
よ
り
排

出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
量
の

規
模
は
、
福
島
第

一
原
発
事
故

並
と
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
れ
ば
、
放
射

能
汚
染
は
大
阪
府
以
南
に
も
及

住民の安全は守れない。

護 滋賀県 琵詈湖

原子力規制委員会が公表した図。1週間で100mSvの 被曝をする地点を折れ線で結んでいる。
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ユ

ぶ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
半
減
期

な
ど
を
考
慮
し
な
い
で
単
純
に

計
算
す
る
と
、
政
府
が
福
島
で

避
難
地
域
に
指
定
し
て
い
る
年

間
二
〇

ｍ
Ｓｖ
を

一
時
間
あ
た
り

に
直
す
と
約
二

・
二

μ
Ｓｖ
。
こ

の
空
間
線
量
を
超
え
る
汚
染
地

域
が
大
阪
湾
方
面
に
長
く
伸
び

て
い
る
。
規
制
委
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
は
風
向
毎
に
平
均
化

し
た
濃
度
を
元
に
、
年
間
の
気

象
条
件
の
出
現
頻
度
を
考
慮
し

た
も
の
で
あ
る
た
め
単
純
に
比

較
は
で
き
な
い
が
、
地
形
を
考

慮
す
る
と
こ
れ
ほ
ど
複
雑
な
放

空間放射線量率

メッシ

哩量:llh i:
||:1     712

100
217

0500

射
能
の
流
れ
と
な
る
。

切
り
捨
て
ら
れ
た

高
濃
度
の
予
測
結
果

ま
た
、
規
制
委
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
は
、
地
形
が
考
慮

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、

二
つ
の
大
き
な
問
題
が
あ
る
。

一
つ
は
、　
一
風
向

（三
六
〇
÷

一
六
＝
三
二

・
五
度
）
の
範
囲

内
で
は
、
（原
発
か
ら
の
）
距

離
が
同
じ
で
あ
れ
ば
同
じ
濃
度

と
な
る
よ
う
平
均
化
さ
れ
、
薄

め
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
本

来
は
風
向
の
中
心
線
に
近
い
ほ

ど
濃
度
が
高
く
被
曝
も
大
き
く

な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
心

か
ら
外
れ
た
濃
度
の
低
い
部
分

と
平
均
化
す
る
モ
デ
ル
を
使
う

こ
と
に
よ
り
、
最
大
濃
度
が
低

く
な
る
よ
う
な
計
算
を
行
な

っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

も
う

一
つ
は
、
濃
度
の
高
い

方
か
ら
概
ね
半
分
の
条
件
を
除

い
て
い
る
点
で
あ
る
。
規
制
委

は

「極
端
に
高
い
濃
度
を
除
い

て
評
価
し
た
」
と
説
明
し
て
い

る
よ
う
だ
が
、　
三
ハ
の
風
向
毎

に
、
濃
度
の
高
い
方
か
ら

一
年

間
の
全
時
間
の
三
％
分

（三
六

五
日
×
二
四
時
間
×
三
％
＝
二

六
二

・
八
時
間
）
を
除
い
て
い

る
。
こ
れ
が

一
六
風
向
分
あ
る

の
で
二
六
二

・
八
×

一
六
＝
四

二
〇
四

・
八
時
間
、　
一
年
間

（八
七
六
〇
時
間
）
の
う
ち
四

八
％
分
の
予
測
結
果
が
濃
度
の

高
い
方
か
ら
切
り
捨
て
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

若
狭
湾
で
巨
大
地
震
が

あ
れ
ば

一
五
基
全
て
が

環
境
総
研
の
三
次
元
流
体
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
で

は
、
大
飯
原
発
だ
け
で
な
く
同

じ
若
狭
湾
に
立
地
し
て
い
る
高

浜
、
美
浜
、
敦
賀
の

一
五
基
の

原
発
す
べ
て
が
事
故
を
起
こ
し

た
場
合
の
累
積
的
な
放
射
能
汚

染
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ヨ
ン
も
行

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

北
風
系
の
場
合
、
京
都
府
、
滋

賀
県
の
み
な
ら
ず
大
阪
府
、
兵

庫
県
も
か
な
り
の
外
部
被
曝
線

量
と
な
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。

奇
し
く
も
再
稼
働
問
題
で

は
、
ス
ト
レ
ス
テ
ス
ト
後
の
大

飯
原
発
再
稼
働
だ
け
が
問
題
と

な

っ
た
が
、
若
狭
湾
で
巨
大
地

震
が
あ
れ
ば
、
当
然
の
こ
と
と

し
て
巨
大
津
波
が
大
飯
原
発
だ

け
で
な
く
全
て
の
原
発
に
襲
来

し
、
事
故
と
な
る
可
能
性
は
否

定
で
き
な
い
。
橋
下
徹
大
阪
市

長
は
、
こ
の
夏
、
は
た
し
て
そ

れ
ら
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結

果
を
見
た
上
で
再
稼
働
や
む
な

し
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

前
述
の
環
境
総
研
の
若
狭
湾

てヽ
ヽヽ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
で
は
、

も
し
全
原
発
が
北
風
系
の
気
象

条
件
で
事
故
を
起
こ
し
た
場
合

に
は
、
関
西
圏
全
体
が
福
島
県

中
通
り
並
の
放
射
能
汚
染
と
な

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ

で
も
再
稼
働
や
む
な
し
と
言
え

る
で
あ
ろ
う
か
。

青
山
貞
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境
総
〈口研
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顧
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大
学
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誉
教
授
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